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https://www.water.go.jp/chubu/nagara/ 

21_yakuwari/rekishi.html 

 

インターネット、データベースもご活用ください。 

7 階インターネットスペースではデータベースを 

利用して、新聞記事や国立国会図書館のデジタル 

資料が検索できます。 

 

 ここで紹介した資料がすべてではありません。 

郷土に関する質問は７階カウンターでおたずね 

ください。 
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木曽川は長い歴史の中で、流域に暮らす多くの人々

に利用され、親しまれてきました。 

ここでは、木曽川について調べるために参考になる

資料やインターネットの情報について紹介します。 

 

 

 

 

一宮市立中央図書館 

〒491-0858  一宮市栄 3 丁目 1 番 2 号 

尾張一宮駅前ビル（愛称：i‐ビル）5～7 階 

TEL：0586-72-2343  FAX：0586-23-2136 

 

 

 

木曽川について 

調べるには？ 

●木曽川堤（サクラ）● 

昭和 2（1927）年、国指定文化財。名勝・天然記念物。 

一宮市北方町から江南市草井まで約9kmにわたり木曽川

堤防上に植えられた桜並木で、サクラが植樹されている

堤防は「御囲堤（おかこいつつみ）」と呼ばれ、江戸時代

の慶長年間に構築された犬山市から弥富市にいたる全長

47km の堤防である。明治 18（1885）年、前年の洪水に

より崩落した御囲堤の再建に際し、当時の愛知県知事の

呼びかけで、地元有志が苗木を持ち寄り、植樹したこと

に始まる。 

4 月には桜花の美しさを十分楽しませてくれる。 
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●木曽川● 

木曽川は、長野県木曽郡木祖
き そ

村の鉢
はち

盛山
もりやま

（標高 2,446ｍ）

を源流とし、長野県、岐阜県、愛知県、三重県を流れ 

伊勢湾へと注いでいる。長さは 229ｋｍで、日本では 

7 番目、中部地方では一番長い川である。 

木曽三川（木曽川、長良川、揖斐
い び

川）の流域面積は 

9,100ｋｍ²であり、木曽川は三川のなかで最も大きい

5,275ｋｍ²である。 


